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第第第第 26262626 回中四国サミット回中四国サミット回中四国サミット回中四国サミット会議会議会議会議    

議事録議事録議事録議事録    

平成 28年９月１日（木）14：30～16：05 

五十崎自治センター １階 共生館ホール 

 

○司会（山田愛媛県総務部行財政改革局長） 

お時間となりましたので、ただいまから第26回中四国サミットを開催いたします。

開会にあたりまして、開催県であります愛媛県の中村知事からご挨拶申し上げます。 

 

○中村愛媛県知事  

本日は第26回中四国サミット、愛媛県での開催ということで、中四国各県の知事

さん、また副知事さん、また中経連、四経連の会長さんはじめ本当に大勢の皆さん、

はるばる愛媛県まで足を運んでいただきまして、ありがとうございました。 

   「くの字」型の地形を持つ愛媛県は、３つのエリアに分かれておりまして、伊予の

国の名にちなみ、それぞれ、東の東予、松山市を中心とする中央部の中予、そしてこ

の辺りは南の伊予ということで南予と言われております。 

   東予地域は南予とは風景が異なり、紙パルプ産業や造船や化学関係の工場が林立す

る第２次産業が中心のエリア、松山市を擁する中予地域は、商業都市ゾーンというこ

とで、第３次産業が中心のエリア、そしてこちらの南予地域は、会場外の風景をご覧

いただければお分かりのとおり、農林水産業が盛んな第１次産業が中心のエリアとい

うことで、３つの地域がそれぞれ異なった主力産業を抱えて発展し、そしてバランス

を取っているという全国的にも珍しい特色ある産業構造となっております。 

ここ内子町は、先程、内子町長からもお話があったとおり、愛媛といえば農業の代

表格は柑橘でありますが、内子町では柑橘はあまり作っておらず、その他の農業が盛

んな地域でございます。ご紹介にもありましたように、町の人口は18,000人位であ

りますが、松山市にほど近いということもあり、町内の道の駅「フレッシュパークか

らり」では、年間利用者は約80万人、直売所のレジ通過では約45万人もの方々が利

用するなど、人口２万人弱の内子町でこれほど驚くような実績を上げ続けているのは、

それだけ多品種にわたる農産物がこちらで作られている証しではなかろうかと思っ

ております。 

現在、内子町をはじめ南予地域では、全域をフィールドに観光振興イベント『えひ

めいやしの南予博2016』を８カ月にわたって開催中しておりますが、隣接する高知県

の四万十川流域の高幡地域におきましても、同じ時期に『2016奥四万十博』を開催し

ているところでございます。このため、尾﨑知事とも連携しながら、お互いの相乗効

果を高めるため、サイクリングイベントや広報・ＰＲ活動など、県境を越えた連携を

図り、四万十地域の知名度と南予地域のフィールドを融合させる取組を進めていると

ころでございます。 

   さて、本日は、折角皆さんにはるばるお越しいただきましたので、お昼をご一緒で

きれば良かったのですが、皆さんそれぞれご多忙な方ばかりですので、昼食はそれぞ

れお取りいただきました。ちょうど商店街では、内子座の創建と同じ100年前に、内

子町にケチャップが入って来たという言われにちなみ、６店舗で特別メニューとして

ケチャップを使った料理を提供するイベントを行っておりました。私は、愛媛県知事
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としての立場上、本日は６店舗全てのケチャップ料理を昼食に頂く予定にしておりま

したが、４店舗で満腹となってしまいましたので、またもう１度足を運ばなければな

らないと思っております。 

今、地域が抱える課題、非常に重要なポイントがたくさんあると思います。本日は

中国地方、四国地方の知事さんそれぞれの抱える課題をお互いに披歴し合う中で、国

に対しても主張すべきは主張する、そのような重要な会議になりますよう、どうぞ時

間は限られておりますけれども、中身の深い、濃い会議にさせていただきたいと思い

ますので、ご協力の程よろしくお願い申し上げまして、歓迎方々のご挨拶とさせてい

ただきます。ありがとうございました。 

 

○司会（山田愛媛県総務部行財政改革局長） 

本日のご出席の皆様方につきましては、大変恐縮でございますがお手元の出席者名

簿によりご紹介に代えさせていただきたいと存じます。 

またお足元の袋に入ったものは、柑橘王国愛媛が誇る中晩柑清見タンゴールの果肉

を丸ごと絞ったジュースと内子町さんからのご協力による内子座創建百周年記念の

タオルでございます。ぜひともお持ちいただければと存じます。なお、お土産の清見

タンゴールのジュースにつきましては、後程試飲していただきますのでご賞味いただ

ければと思います。 

   それでは議長の選出に移らせていただきます。当サミットの議長は慣例によりまし

て、開催県の知事が務めることとなっております。 

愛媛県の中村知事が会議の進行を務めることとしてよろしいでしょうか。 

 

○一同 （異議なし。） 

 

○司会（山田愛媛県総務部行財政改革局長） 

どうもありがとうございます。 

   それでは議事に入らせていただきます。中村知事よろしくお願いいたします。 

 

○議長（中村愛媛県知事） 

それでは議長を務めさせていただきますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

   最初にサミットの予定でございますが、本日は午後４時頃までにこのサミットの議

事を終えまして、その後共同記者会見を行って四時半に終了とさせていただきたいと

考えておりますのでどうぞよろしくお願いいたします。 

   それでは早速議事に入らせさせていただきます。 

緊急決議といたしまして、参議院議員選挙における合区の解消について、そして「地

方創生」の推進について、さらに「政府関係機関の地方移転」の実現について、の３

件の決議につきましては、各県団体の皆さんと事前に調整させていただきました。ま

ず概要について事務局から説明をさせていただきます。 

 

○事務局（山田愛媛県総務部行財政改革局長） 

まず、資料１の参議院議員選挙における合区の解消について、につきましては鳥取

県さんからご提案いただいたものでございます。 



3 

 

今回の合区による選挙はあくまで緊急避難措置として、公職選挙法の附則において、

抜本的な見直しが規定されていることもあり、合区を早急に解消させる対応が図られ

るとともに、今回のような事態が繰り返されないことを求めるものでございます。ま

た、同時に将来を見据え、最高裁の判例を踏まえ憲法改正についても議論すべきこと

を訴える内容でございます。 

次に資料２の「地方創生」の推進につきましては、広島県さんからご提案いただい

たものでございます。 

地方においては、産学官金労言などの主体が連携し、地域が直面している課題につ

いて考え、創意工夫しながら主体的・自立的に、魅力ある地域づくりの取組を進めて

おります。国においても、これらの取組に対応して、「まち・ひと・しごと創生総合

戦略（2015 改訂版）」に掲げた「「東京一極集中」を是正する」、「若い世代の就

労・結婚・子育ての希望を実現する」、「地域の特性に即して地域課題を解決する」

の三つの基本的視点に沿って政策を強力に推進していくべきであり、地方への人の流

れを生み出す取組の促進や、企業の地方分散の促進、地域産業の競争力強化、少子化

対策及び子どもの貧困対策の抜本強化、地方創生に関連する予算の十分な確保、地方

創生推進交付金の自由度向上と規模の拡大などを求めるものでございます。 

最後の資料３の「政府関係機関の地方移転」の実現につきましては、徳島県さんか

らご提案いただいたものでございます。 

国から移転等の方向性が示されている機関について、国は地方の意見を真摯に受け

止め、早期に具現化を図るとともに、新たな機関の移転や、一部移転を全面移転につ

なげるなどの移転規模の拡大を図るべく、数値目標を掲げた上で地方からの提案の募

集を継続し、「国家戦略としての政府機関の地方移転」を強力に推進することを求め

る内容となっております。 

   以上でございます。 

 

○議長（中村愛媛県知事） 

ただいまの３件につきまして何かコメントがございましたらお願いします。 

 

○平井鳥取県知事  

せっかくおまとめいただきましたので、全部賛成でございますけど、一点だけちょ

っと申し上げたいと思います。 

一つ目の合区の問題でございますけども、本日この中四国サミットでぜひご決議い

ただきますよう中村知事のご裁断を頂ければと思います。 

これについては高知、徳島、島根、鳥取の４県もこの中四国地区に集中して合区が

起きております。また、仮に２倍以内ということを目指しますと、かつて自民党の案

でいきますと愛媛と香川も合区対象という案になっていました。 

このように中四国のデモクラシーに非常に大きく影響するものであります。私ども

も選挙でこのたび経験をいたしましたが、鳥取県の投票率は56.28％、これは全国20

位でありますが、その前は全国３位だったのですね。正直申し上げて、常にトップを

争っていました。しかし、今回は愛媛県さんは56.36％でございまして、何と鳥取県

を抜きました。愛媛県さんはその前は40番台でございましたから、このたび一挙に19

位になりまして、鳥取県が後ろに立っておりますが、これに止まらず徳島さんも高知
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さんも投票率が下がるということになりました。デモクラシーの危機でありまして、

ぜひともご採択を皆様のご賛同を得てお願い申し上げたいと思います。 

 

○議長（中村愛媛県知事）  

他にございますか。尾﨑知事さん。 

 

○尾﨑高知県知事  

高知県といたしましても、この合区解消について緊急決議、さらにその他の決議に

ついて賛成をさせていただきたいと思います。 

   この合区は、３年後の次の参議院選挙までに何としても解消されることが大事であ

ろうかと思います。 

憲法において平等権が設定されておりまして、それに基づきまして「１票の価値の

平等」が論じられております。その「１票の価値の平等」を成し遂げる手段としてこ

の合区を持ってくることは極めて不適切。結果として合区の対象となった県において

様々なかたちでの不平等が発生していることを忘れてもらっては困ると考えておる

ところです。あわせまして憲法上、やはり地方自治の規定をもう少し手厚くすべきで

はないかと、それによって「１票の価値の平等」のみによって国会の制度が論じられ

るということではなく、「１票の価値の平等」とともに地方自治の重要性もまた加味

して国会制度を憲法上も規定、検討されていくというかたちに是非なっていければな

と考えているところでございます。是非とも合区をまずは解消する。そしてこちらの

緊急決議にもありますように、憲法問題についても、特に地方自治にかかわる点につ

いてしっかりと議論が行なわれていくべきだと考えております。 

 

○議長（中村愛媛県知事）  

それでは、湯﨑知事さん。 

 

○湯﨑広島県知事  

このとりまとめ全て賛成でございますけど、２番目の「地方創生」の推進について、

広島からご提案をさせていただきましたので、一言だけ申し上げます。 

今、国全体の焦点が「一億総活躍」にやや移り始めているところがあります。 

引き続き「地方創生」に力を入れてくれているということはよく理解はしておりま

すが、今後我々はまず５年間、「まち・ひと・しごと創生総合戦略（2015 改訂版）」

に取り組むことになっております。これは地方にとっては最重要課題であり、「一億

総活躍」も「地方創生」なしには実現はしないということを含めて積極的にアピール

していかなければいけないと思っております。 

さらに関連して交付金をいろいろ付けていただいているところで、我々も積極的に

活用したいと思いますけれども、なかなか手続的な面であるとか、内容的な面だとか、

柔軟性をもっとほしいと思うところも多々ありますので、これはいろいろと協力をし

ながら、対話を求めていくべきではないかと思っております。 

 

○議長（中村愛媛県知事）  

はい、よろしいでしょうか。 
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 以上３つは、これは多分他のブロックではそう大きな議題にならない可能性があり

ます。 

やはり合区が現実化した中国、四国だからこそ声を上げなければいけないと思いま

すし、また、今、平井知事さんからもお話がありましたように、全ての地方にとって

他人事ではない。１票の較差の問題が出てくるたびに弥縫策として合区が当たり前の

ように行われてしまうということに歯止めをかけて、これはあくまでも緊急避難で解

消すべきだという流れを地方から上げるというのは非常に重要だという点、２点目は

「一億総活躍」の名前が多く出る中で、「地方創生」という言葉が聞かれなくなりつ

つあるような雰囲気があるというご指摘もありますので、これこそが地方にとって非

常に重要な政策であるということを明確に打ち出すという点、そして３つ目として徳

島県への消費者庁移転につきましては、今現在消費者庁の実証実験が行われています

けれども、これを単なるガス抜きに終わらせてはならないという点、以上、中四国な

らではのポイントが含まれている３決議だと思いますので、緊急決議とさせていただ

きたいと存じますが、よろしいでしょうか。 

 

○一同 （異議なし。） 

 

○議長（中村愛媛県知事） 

   それではこれらの３点につきまして、中四国サミットの緊急決議とさせていただき

ます。 

続きまして意見交換に入らせていただきたいと思います。 

   まず、広域的な防災・減災対策の推進についてでありますが、このテーマは高知県、

島根県からご提案をいただいたもので、共同アピールを行わせていただきたいと思い

ます。共同アピールの文案はお手元の資料４のとおりでございます。こちらのアピー

ル文案につきましては、尾﨑知事さんから提案趣旨のご説明をお願いいたします。 

 

○尾﨑高知県知事  

ありがとうございます。防災・減災対策の推進と財政措置について、共同アピール

を提案させていただきたいと思います。 

   まずもって平成28年熊本地震が発生をいたしました。亡くなられた皆様方に心から

お悔やみを申し上げますとともに、今なお被災してご苦労しておられる多くの皆さん

にお見舞いを申し上げたいと思います。また、このたびの台風におきましても多くの

死者が出ました。お悔やみを申し上げたいと思います。 

   やはりこの防災・減災対策についてさらにスピード感をもって対策を進めていくこ

とが非常に重要であろうと考えております。今日も政府におきまして総合防災訓練が

行われまして、南海トラフ地震をメインのテーマとして行われ、私も参加させていた

だきました。やはり南海トラフはじめ各地での防災・減災対策、さらには台風など水

害対策を今後も加速をしていくことが大事だと考えているところです。 

   しかしながら皆様方もご案内のように全国防災事業が平成27年度末で廃止となりま

した。さらには緊急防災・減災事業債につきましても平成28年度限りの措置とされて

いるわけでありまして、このままいきますと平成27年度から29年度にかけて、約１兆

円近くの財源が失われかねない状況です。防災・減災のための取り組みを加速しなけ
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ればならない状況下において、むしろ財源が失われて取り組みが減速してしまうとい

うことではあってはならないことだと思います。是非とも防災・減災対策のさらなる

推進、そのための財政措置をしっかりと充実をさせていく必要があると考えておりま

す。あわせまして、その他様々なハード対策についての支援、さらには社会福祉施設

等の耐震化等への支援、さらには事前復興のための交付金制度などの使い勝手の向上

のための取り組みでありますとか、さらにはソフト施策等々、これら一連の取り組み

についても共同でアピールさせて頂ければと思います。 

   さらに７番とありますが、広域応援・受援体制の制度化について、こちらも是非も

う一段議論を深めることができればという趣旨です。以上のようなことで資料４にあ

ります共同アピール案の提案をさせていただきたいと思います。 

よろしくご審議のほどお願いいたします。 

 

○議長（中村愛媛県知事）  

ありがとうございました。それでは同じく提案県から、島根県の藤原副知事さん、

お願いいたします。 

 

○藤原島根県副知事  

これに関連しまして中四国９県というのは、平成24年３月にカウンターパート制度

を設けておりまして、島根県では昨年度からこの協定に基づくカウンターパートの取

り組みを進めるためにパートナーである山口県、高知県さんと目に見える関係づくり

ということで連携会議をつくって、実際に意見交換や情報共有等を始めております。 

また、中国地方知事会と四国知事会で相互連携体制の構築に向けて、協定に基づく

支援と受援のマニュアルの検討を行っておりまして、現在そういった具体的な作業も

進んでいるところでございます。中四国９県のこういう広域連携の実効性が高まるよ

うに積極的に取り組んでいくことが大事だと考えておりまして、皆様方にもよろしく

お願いしたいと思っております。 

 

○議長（中村愛媛県知事）  

ありがとうございます。それではこの件に関してご意見があれば挙手をもってお願

いいたします。伊原木知事さん。 

 

○伊原木岡山県知事  

先程カウンターパート制度ということがありました。 

中国地方内でのカウンターパート制もすばらしいと思いますし、中四国でお互い相

手を決めてというのもすばらしいという中で、今日は村岡知事がお越しになられてい

ないわけですけれども、山口県の経験、これは九州での経験ということで、県と被災

市町村を結ぶカウンターパート制が、いろんなものの情報の錯綜を防ぐことができる

ということで大変良かったというご提案が中国地方知事会でありまして、今、中国地

方知事会では、岡山県が担当で具体的にどういうふうなやり方をするのかというマニ

ュアルの策定に取り組んでいるところであります。まだできたわけではないんですけ

れども、確かに発災してからざっと知事会の会長が皆さんの意見を聞きながら割り振

るということであれば、いろんなことに関していろんなことを考えておくという必要
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もなければ、発災直後に時間がかかり過ぎるということもないので、これはなかなか

現実的だなという議論になっていると聞いております。 

大変いいやり方ですのでぜひ中国・四国でも研究をしていくということはいいので

はないかと考えておりますので、ご検討をいただければと思います。 

 

○議長（中村愛媛県知事）  

その他に。はい浜田知事さん。 

 

○浜田香川県知事  

その前に本場のオレンジジュース、大変美味しいジュースをありがとうございます。 

   本県も、最近の状況を見ますと、全国的に本当に災害のニュースを聞かない日はな

いというか、こういった状況の中、国土強靭化というのは本当に必要だと思っており

ます。そういうことで、香川県の国土強靭化計画も策定しておりまして、やはりその

中で私ども南海トラフでは重点受援県に香川県もなっております。広域という関連で

は四国の防災拠点の役割もありますので、いざという時にいろんな形で応援体制がし

っかり取れるようにしていかなければいけない。その意味でも中国地方との広域の体

制づくりは極めて重要でありますし、今、伊原木知事のおっしゃったご提案も現実的

に一つずつ実現させていく必要が確かにあると思っております。そういった事を含め

てこの緊急アピールについては賛成でございます。 

熊本の場合は、県外での備蓄物資拠点がうまくいったというお話も聞いております。

広域的な物資の拠点のあり方についても中四国９県で共通した認識で検討していけ

ばいいんじゃないかと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

○議長（中村愛媛県知事） 

はい、平井知事さん。 

 

○平井鳥取県知事  

本日は中村知事の大変なホスピタリティで美味しいジュースはもとより内子座の

百年の歴史、大正５年に始まりました歴史を拝見させていただきました。稲本町長の

いろいろなお話を伺いましたけども、私ども鳥取県のほうでもかなりの視察にまいる

など、本当にモデル的な地域おこしがされていることに敬意を表させていただきたい

と思います。ここ五十崎は凧の有名なところで凧揚げ大会が盛んだとお伺いをいたし

ました。 

   「Kites rise highest against the wind, not with it．」 

これはチャーチルの言葉ですけども、「凧というのは風に沿って揚げるのではなく

て、風に抗って揚げた時に最も高く揚がる」。私たちはどうしても災害に向き合わな

ければならないわけです。 

このたびは岩泉町で悲惨な高齢者施設が襲われるということになりました。またそ

の他にも宮古であるとか北海道のほうなど、大変な被害が出ております。被災が東日

本大震災に遭ったところで、また重なってこうした災害が起きたわけであります。決

して我々は災害を忘れてはならないわけでありますが、広域的な体制をつくったり防

災・減災事業債を恒久化するなど、国としての取組をすると同時に中四国の連携も強
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めなければいけないと思います。 

   このたび、12日に熊谷副知事の徳島県とあらためて両県の相互受援協定の強化をす

ることにさせていただきました。 

   今回の熊本地震で特に問題になりましたのは、物資の運搬のことだったと思います。

積極型にポジティブにプッシュ型支援をするわけでありますが、それが末端の避難所

に届かない。あるいは避難所に入らなかったご自宅や車の中に避難されている方々に

届かなかった。このへんはやはり広域的な対応が必要なんだと思います。 

   私どもも今、今年度いっぱいかけまして県内でのそうした物資の供給システムを新

たに構築しようといういろんな検討を始めたところでありますけども、結局流通業者

なども絡めながら、中四国あるいは中国・四国それぞれという感じかもしれませんけ

ども、広域的にそういういざという時の物資輸送ができるシステムというのを共同で

やっぱり構築して行くというのも次のテーマではないかなというふうに考えており

ます。 

   是非このアピールを採択するのと同時に、広域的な枠組みにつきまして協議を深め

させて頂ければと思います。 

 

○議長（中村愛媛県知事）  

ありがとうございます。 はい、弘中副知事さん。 

 

○弘中山口県副知事  

山口県の弘中でございます。 

伊原木知事の方からご紹介いただきましたけれど、私どもの県は九州地方知事会に

も参加しておりますので、このたびの熊本地震では、九州地方知事会の方から、カウ

ンターパート方式で、熊本県内の市町を個別に支援をするということで、私ども山口

県は熊本市の南側になります御船町がカウンターパートとして決まりましたので、発

災直後から、短期派遣で延べ人数701名の職員を１週間ごとに送っておりました。そ

の内県が375名、県だけでは対応できなかったので市町にもお願いしまして、市町で

326名の職員を派遣させていただきました。 

当然、混乱している町の中でございますので、避難所の運営あるいは物資の搬送と

罹災証明の発行手続きといった面で、きめ細かく対応できたのではないかということ

で、私どもとしても一定の評価をしているところでございます。 

   そういったこともございまして、現在、九州地方知事会で、発災後の対応等につき

まして「検証・評価チーム」を立ち上げて、今、検討しておりまして、10月には中間

報告、それから来年の５月までに報告書をまとめる予定としておりますので、そうい

った検証自体が、また南海トラフ地震に備えた中四国としての災害への対応力の強化

にもつながると思いますので、各県の方にもご提供させていただきたいと考えており

ます。 

   それともう１点、このたびのアピール文の中の７番の項目でございますが、広域応

援・受援体制の制度化についてアピールの中に入れていただいておりますが、実際、

市町に私どもから支援要請をしまして、御船町に行って活動をさせていただいたんで

すが、そういった時の経費等について誰が負担するのかということが明確に定まって

おりませんで、まだ最終整理をしている段階でありますので、こういった点も緊急の
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状態とはいえ、やはり制度化されて明確になると、さらに支援がしやすいのではない

かと思っておりますので、今回のアピール文にそういった点を盛り込んでいただいた

ことは、私どもとしても評価をしたいと思っております。 

以上でございます。 

 

○議長（中村愛媛県知事）  

はい、湯﨑知事さん。 

 

○湯﨑広島県知事  

今般、先程尾﨑知事からお話もありましたように、熊本地震に続いて今度東北の台

風による洪水ということで、本当にあらゆる災害がいつ、どこで起こるかがわからな

いというのを改めて痛感をするところであります。 

   そういう中で、地震・津波それから洪水・土砂災害こういったものに対するハード

整備をしっかりと進めていかなければいけないというところで、やはり財源の問題と

いうのが大きくのしかかってこようかと思います。 

また他方で社会保障費が大きく伸びて、そちらのほうにお金を使わなければならな

いという状況の中で、この災害対策ないしは防災に財源支援、これはしっかりと進め

ていくようにお願いしたいと思います。 

特にさらに地震についてはこれまでどうしても遅れていた私立学校であるとかあ

るいは社会福祉施設、それから民間建築物の中でも避難所となるような大規模な施設

の耐震化促進をしなければなりませんし、津波等の災害については、まず避難という

部分そのソフト対策に非常に重要な部分があろうかと思います。 

こういったことを国にしっかりと求めていく必要がある。地方自治体は非常に財源

逼迫する中で国の応援が必要だというふうに思っておりますので、しっかりとアピー

ルしてもらえればと思っております。 

 

○議長（中村愛媛県知事）  

はい、熊谷副知事さん。 

 

○熊谷徳島県副知事  

徳島県の副知事の熊谷でございます。 

まず今日のサミット開催いただきました中村知事をはじめ愛媛県の皆様方、そして

内子町の皆様方に感謝を申し上げたいと思います。 

   熊本地震は私たちにとりましても大きな教訓でございました。と申しますのは徳島

県は南海トラフ巨大地震の一番大きな被害想定をしてあったわけですけれども、今回

の熊本地震は活断層直下型ということでありまして、我が徳島県は日本最大の中央構

造線が通っております。これが動いた時どうなるかということですね。今まで多少想

定というか、今の条例で活断層直下には建物を建ててはならないような条例はつくっ

ているんですけれども、いざ被害が起こった時はどうなるのかは想定できていません

でしたので、今回補正予算を組みまして直下型地震の被害想定をやるということにし

ております。 

   そういうことになりますと徳島県は南海トラフの直下型となりますので、様々なイ
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ンフラの整備が必要となってまいりますので、今回の財政資本を含めましたアピール

につきましては賛同いたすものでございます。 

そしてもう一つカウンターパートにつきましては、先程平井知事さんからご紹介い

ただきました。徳島と鳥取県につきましては24年以前から協定を結ばさせていただい

ておりまして、県同士だけではなくて、社協とか市町村会それから市と市それぞれが

顔の見えるような協定を結ばせていただいて、今日は実は徳島でも防災訓練を行って

おりますけども、鳥取県からも多分、社協の皆さんとかお越しいただいて、ともに進

めさせていただいていると思います。また平時は担当職員が危機管理のほうで鳥取県

と徳島県で相互交流もさせていただいているところでございます。以上でございます。 

 

○議長（中村愛媛県知事）  

ありがとうございます。 

   この第１のテーマは、多くのご意見がございましたけれども、それだけ全ての県に

とって県民の命を守るという防災・減災対策は最重要課題だという証しではなかろう

かと思います。そういう共有認識の下で尾﨑知事さんから指摘があったように全国防

災事業をはじめとする予算が減額される可能性が出てきているということでござい

ますから、この流れをしっかりと受け止めてアピールすること、そして２点目の共同

体制の構築につきましては、これはもう大きな災害はいつどこで降りかかってくるか

分からない、起こった時にまず初動で頼りになるのは、隣県の応援体制であるという

共通認識が示されたのではなかろうかと思います。 

   また、熊本の震災につきましては各県からも応援が入られたと思いますので、それ

ぞれの職員が貴重な経験をされていると思いますので、そういったものを踏まえてど

うあるべきなのかということも、次のステップにいける土壌があるのかなあという感

じもいたしますし、また現実に各県の防災訓練ではカウンターパートの方々の参加、

共同訓練も常態化してきていると思いますので、ぜひそうした趣旨の共有という認識

に立ってこのアピールを採択させていただきたいと思いますので、よろしいでしょう

か。 

 

○一同 （異議なし。） 

 

○議長（中村愛媛県知事）  

ありがとうございました。 

それでは続きまして２番目、高速交通ネットワークの整備促進について議題とさせ

ていただきたいと思います。 

 このテーマは本県の他、鳥取・島根・岡山・山口・香川・高知・四経連からご提案

をいただいたもので、共同アピールの文案はお手元の資料５のとおりでございます。 

   まず私のほうから提案趣旨を説明させていただきます。 

   高速道路は、人や物の交流、そして地域産業の活性化や観光振興など、様々な面で

重要な社会インフラであることは言うまでもないところであります。また昨今は「命

の道」としての役割が大きくクローズアップされておりますけれども、大規模地震や

台風、集中豪雨などの大規模災害時の救助活動や支援物資の輸送を行う上においても

重要な役割を担っていることは誰しもが認識しているところであります。 
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しかし私どもの中四国地域では、高速道路の整備状況は、全国ブロックで比較する

と大変遅れているということは否定できない状況でございます。高速道路のミッシン

グリンクや暫定２車線区間が多数存在しており、様々な分野で大きな障害となってい

ます。特に将来に発生が確実視されている南海トラフ地震等の大規模災害発生時に、

今、議題にもなった相互支援等々を行う上においても、高速道路が整備されていなけ

れば、その機能が十分に果たせないことは言うまでもないところであります。 

全国的には昨年３月に北陸新幹線が、また今年３月に北海道新幹線が開業している

わけでありますが、中四国地域はご案内のとおり新幹線計画が基本計画にとどまって

いるのもこれまた現実でございます。ある意味では中四国の社会インフラ整備は遅れ

ているという共通認識をもって大きな声をあげていかなければならないと思います。 

   整備新幹線の整備に目途が立った今こそ整備計画への格上げに向けた調査費の計上

につきましても新幹線の問題も大きなテーマではなかろうかと思います。今後も中四

国地域の連携、そして対話を促進することによってぜひ地域産業の活性化、また生産

性の向上、観光振興、さらには大規模広域的災害時のカウンターパート方式による相

互支援を円滑に実施するために、中国、四国地域における高速交通ネットワークの整

備促進は遅れているという前提に立って強く国に求めたいと思っております。 

   以上でございますが、それでは各県からご意見があればお伺いしたいと思いますの

で、挙手をもってお願いいたします。 

いかがでしょうか。千葉会長さん。 

 

○千葉四経連会長  

四経連の千葉でございます。高速交通ネットワークの整備促進については、中村知

事から提案趣旨について説明があったとおりであります。 

   私からは新幹線お話についてお話したいと思います。 

   昨年の山口でのサミットで平井知事がなかなか山陰側のほうには新幹線が難しいの

で、いち早くナシの新甘泉を出しましたという話を伺いました。 

   我々四国においてはナシとかモモとかブドウとかいろいろありますけど、やはり本

当の新幹線を１日も早く通したい。ご案内のとおり特に四国は全国でも新幹線の空白

区であります。それと、この新幹線については今の我々の構想は、岡山から瀬戸大橋

を通って四国に入り、４県を結ぶというルートで考えております。そういった意味で

は、岡山はもとより特に中国・四国経済圏にとっても四国新幹線は非常に大きな効果

があるというふうに確信しております。 

従いまして、私といたしましては当然四国地域の中でのいわゆる啓蒙活動、あるい

は国に対しての要望活動を強化しますけれども、今後は特に中国地域、あるいは場合

によったら関西地域も含めた西日本全体の中でこの新幹線の実現に向けて取り組み

たいと考えておりますので、ぜひよろしくご支援を賜りたいと思います。 

 

○議長（中村愛媛県知事）  

ありがとうございます。では尾﨑知事さん。 

 

○尾﨑高知県知事  

まず高速道路のネットワークの整備についてお話をしたいと思いますが、今回の熊



12 

 

本地震におきましても九州、大分において高速道路網が３カ所において寸断をされま

した。やはりこういうことを鑑みましても構造物の耐震化などをしっかりと進めてい

くことが大事だということが新たに分かってきたわけですが、加えてもし今回の地震

の発生時までに延岡ルートというもう一つルートが完成していたならば、高速道路ネ

ットワークが全体としてのネットワークを維持できて、結果として復旧・復興を大幅

に加速することができたのではないかということも分かってきております。 

   やはり高速道路ネットワークというのはネットワークとしてリダンダンシーを持っ

ている必要があって、そのためにもネットワークとしてしっかり多様なかたちでつな

がっていくことが大事だろうと思います。 

   しかし残念ながら我々中四国におきましては、例えば津波の襲来が予想されている

地域においてはミッシングリンクがあるというかたちで、まだまだ本当にあるべきと

ころに高速道路がミッシングリンクとして残っているという状況です。この整備を急

がなければならないと思います。 

   そして千葉会長がおっしゃいましたように、四国新幹線の実現に向けて四国一体と

なって取組を進めようとしておりますが、ぜひ中四国の皆様方で連携をさせていただ

きたいと思います。四国新幹線が出来上がりますと、やはり根元受益といわれるもの

が中国地方にも広範囲に及んでいくであろうと予想されるところです。四国地域は小

さいように見えますけれども、実際北陸地域でありますとか、北海道でありますとか

九州でありますとかいわゆる整備新幹線の整備がされている地域に比べても、人口規

模、経済規模ともに遜色がございません。むしろ沿線１㎞あたりの人口ということで

見ますと、他の地域が大体概ね6,000人程度であるのに対して四国地域は10,000人程

度、密度がより濃いということでありまして、Ｂ/Ｃ的にも整備効果は大きいだろう

と。しかも瀬戸大橋など既に新幹線仕様として整備されてきている区間部分もかなり

あるわけであります。是非、この四国新幹線の実現をリアリティをもってともに訴え

させていただきたいと思いますし、是非中国地方の皆さんとも連携をさせていただき

ながら取り組まさせて頂ければ幸いでございます。よろしくお願いいたします。 

 

○議長（中村愛媛県知事）  

ありがとうございます。伊原木知事さん。 

 

○伊原木岡山県知事  

この高速交通ネットワークの整備促進については、岡山県も参加をさせていただい

ておりますので、当然賛成するという前提で、私どもこの暫定２車線区間の早期４車

線化ということに大変強い思いがございます。これができているんだったらこれもと

いうようなことなんです。 

実際岡山道は一応つながってはいるんですけど、２車線区間、要するに片側１車線

区間が長い。賀陽ＩＣから北房ＪＣまでずっとそうなっているわけなんです。実際、

日本以外のほとんどの国では片側１車線の道路は高速道路として定義に入っていな

い。片側２車線あってはじめて高速道路ですので、ちょっとのんびりした車がいたら、

そこで詰まってしまうのは高速道路としてのちゃんとした機能を持っていません。暫

定ということでもう20年が経っていますので、ここはきちんとやってもらわないと、

北と南の産業のためでもあるし、地域の振興のためでもあり、また防災としても何か
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あった時にお互いに物資を運ぶためにも絶対必要だということを考えております。幸

い、昨日暫定２車線区間における付加車線の設置個所が岡山側でも鳥取側でも決定さ

れたところですが、こういったことを足掛かりにきちんと訴えていきたいと考えてい

ます。高速道路は２車線が当たり前ということで、頑張っていきたいと思います。 

 

○議長（中村愛媛県知事）  

はい、平井知事さん。 

 

○平井鳥取県知事  

高速道路につきまして４車線化の議論が続いております。昨日も内子と伊予を結ぶ

区間のうち６㎞につきまして４車線化が決まったという大変いいニュースが入りま

した。 

   鳥取県内でも江府町内で３㎞、４車線化につきまして工事に入るという決定が出さ

れたわけでありまして、徐々にではありますけれどもまだ尺取り虫でして、本来は例

えば雪国であれば雪でふさがれてしまうと車が事故を起こす。命にかかわる問題でご

ざいまして、ぜひ中四国一体となって進めていければと思います。 

   また、８の字ハイウエイ、山陰自動車道におきましては、ミッシングリンクが目立

っております。これをぜひ整えていくことで中四国一体となった周遊ルートが確保で

きるということになろうかと思います。 

   また、新幹線でありますが、実は去年の会議以降、私ども中国地方では岡山や島根

と一緒になりまして少しフィジビリティスタディといいますか、費用の調査をいたし

ました。フリーゲージトレインでもし入れた場合どうなのかという調査をしたんです

が、残念ながらあまり時間短縮効果にはつながらなくて費用がかかるということであ

りまして、もう一度新幹線について真剣にフル規格のことも考えていくという選択肢

も考えるべき時期ではないかというように思い始めているところであります。 

   四国のほうでも議論が進んでいるようでありますが、中国地域につきましても、例

えばこの12月に向けまして、北陸新幹線のルート決定がなされようとしております。 

これが仮に舞鶴経由のルートになりますと山陰側に入る。そうするとアクセスの半

分ぐらいはできるということになります。それで山陰新幹線につきまして現実性も高

まってき得るというような局面でありまして、大事な年末を迎えようとしています。

ただ、これは息の長いことでありまして、ぜひ中四国一体となった取組ができればと

思います。 

   なお走る新幹線は今すぐにはできませんけど、食べる新甘泉はもう出来上がってお

りまして、千葉会長、ぜひご賞味いただければと思います。 

 

○千葉四経連会長  

いただきました。大変おいしかったです。 

 

○議長（中村愛媛県知事）  

他にありませんか。香川県知事さん。 

 

○浜田香川県知事  
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高速ネットワークは本当に基礎的なインフラだと思います。そういう意味で、高速

道路のミッシングリンク、四国では８の字ネットワークの完成というのも非常に大事

なことだと思います。 

そして新幹線についても時間短縮という意味では、今日私は内子まで２時間半ぐら

いで来させていただきましたけれども、この四国の新幹線構想ですと、松山－高松が

40分。考えてみれば岡山－広島は三十数分で行っているわけですから、ほとんどパラ

レルな関係に当然なるわけでありまして、その時短効果はやっぱり中国地方も含めて

つながっていって、西日本全体に非常な効果があると思います。また、基礎的なイン

フラによって交流人口がどんどん増えていくということが期待されます。 

   イソップの寓話に「田舎のネズミと町のネズミ」という話がありますけれども、田

舎のネズミのところに町のネズミがきて、食べているものがおいしいけれども町に来

たらもっとおいしいものがあるよと行ったら、本当にごちそうが並んでいたけれども

すぐに人間が現れてこそこそと隠れないといけない。こんな危ないとこは嫌だと言っ

て田舎のネズミは帰っていくという寓話ですけれども、これは決して地方だけの話じ

ゃなくて、都市部も含めて交流をする。イソップの寓話のようにそこで終わりにしな

いで、交流を重ねていくことが、これはインバウンドも含めてだと思いますけれども、

そのためにも必須のインフラである高速道路、また新幹線を中四国一体となってぜひ

進めていただければと思います。ありがとうございます。 

 

○議長（中村愛媛県知事）  

ありがとうございます。はい、藤原副知事さん。 

 

○藤原島根県副知事  

昨年の３月に尾道－松江線、中国やまなみ街道がつながりまして、全線開通したこ

とによってさらにしまなみ海道ということで、中四国までつながってきたんですけれ

ども、実際につながって、例えば出雲大社に来られるお客さんのナンバーなどを見て

いますと、山陽側も増えていますし四国も増えているという現実的効果がございます。 

高速道路の効果として島根県などは平成20年以降、企業立地が進んでいるところを

見ますと、ほとんど90％ぐらいが高速道路沿いのところにあるという状況であります。

そういう中で山陰道はいまだにミッシングリンクがあり、ミッシングリンクのところ

はなかなか企業立地とか観光の面でも、せっかくいい素材がありながら進まないとい

う状況がありますので、非常に原点のところで何とか高速道路ネットワークの整備を、

早期ミッシングリンクの解消を今回のアピールにもありますけれども、お願いしたい

というふうに考えております。 

 

○議長（中村愛媛県知事）  

はい、熊谷副知事さん。 

 

○熊谷徳島県副知事  

ミッシングリンクの話になりますと、徳島県は実は南海トラフ地震の津波が襲うと

ころに高速道路がございません。東北でもそうでございましたけれども、高速道路が

あってそこから東北のは、くしの歯状で復興が進んだ。徳島の場合はそれすらないと
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いう状況にあります。従いまして防災の面からもこのミッシングリンクの解消に１日

も早く取り組んでいただきたいと思っております。 

   それから新幹線につきましては、徳島もいろいろ地理的に微妙なとこではございま

すけれども、四国は一つになって取り組んでいくという気持ちで皆さんと一緒に進め

させていただきたいと思います。 

 

○議長（中村愛媛県知事）  

他にございませんか。よろしいですか。 

   この高速ネットワークの整備につきましては、道路も含め新幹線も含め重要なテー

マであるという共通認識をしているということは言うまでもないのですが、その中で

もミッシングリンク、暫定２車線、これは他の地域と比べても中四国はまだまだ課題

が多いというのも共有されている課題ではなかろうかと思います。 

   新幹線につきましてはそれぞれの地域での分析も行われてきましたし、これは中国

地方だ四国地方だということではなく、そろそろ新たなルートの検討に入る時が来た

のではないかというメッセージを出すためにも、共同でアピール宣言をすることは意

味があるのではなかろうかと思います。 

   愛媛県の８の字のミッシングリンクというのは高知県との境、高知側になってくる

のですが、実はここは南海トラフの時に20ｍ、30ｍの津波が押し寄せてくるところで

ございます。今、国道が１本しかなくて、高潮がくるだけで集落が孤立するというよ

うな現実があります。ここに20ｍ、30ｍの津波が襲ったら、もうどうやって救えばい

いのか、これは徳島県もそうですけど、高知県、愛媛県の共有した大きな大きな悩み

であり、これを救うためにはミッシングリンクの解消しかないということも間違いな

いわけです。こういう立場からもぜひお願いしたいと思います。 

   それではひととおりご意見をいただいたのですが、今申し上げたように大体共有さ

れていると思いましたので、高速交通ネットワークの整備促進についての共同アピー

ルを採択することにご異議ございませんでしょうか。 

 

○一同 （異議なし。） 

 

○議長（中村愛媛県知事）  

ありがとうございます。それでは共同アピールとさせていただきます。 

続きまして、意見交換項目の３番目、ＴＰＰへの対応について議題にさせていただ

きます。 

   徳島県の熊谷副知事さんからご提案の趣旨説明をお願いいたします。 

 

○熊谷徳島県副知事  

ありがとうございます。 

   ＴＰＰに関しまして昨年の10月５日に大筋合意がなされたわけでございますが、こ

れで一番影響があるのは農林水産業だということでございます。特に我々地方創生の

中で農林水産業を地方創生の一つの大きな柱にしようとしている時に、やはり大きな

課題であろうかと思っております。 

   国におきましては骨太方針2016で攻めの農林水産業への転換といたしまして、ＴＰ



16 

 

Ｐ関連政策大綱に基づいて施策を推進する。そして夢と希望の持てる農政新時代を創

造するといたしまして、先般ＴＰＰ対策を含む平成28年度補正予算の閣議決定がなさ

れたところです。しかし、これらの政策の中には６次産業化とか海外輸出とか、規模

の拡大でありますとか攻めの部分がたくさんあるわけですけれども、中四国におきま

してはそのＴＰＰの対策に取り組めない中山間の規模の小さな地域がたくさんある

わけです。 

   そこで地域の実情に応じたきめ細やかな対策を行うことによって、不安を払拭して

再生産のできる環境を整えて、攻めに転じることができるというふうに思っていると

ころでございます。 

   昨年末に、共同通信が実施いたしました全国都道府県知事アンケートによりますと、

2016年度予算で都道府県単独の予算を計上しておりますのは、36道府県に上っており

まして、徳島県におきましても農林漁業者等が主体的に課題解決に取り組む事業を支

援するために県単独の基金を今年度新たに創設したところでございます。 

   このような現状を踏まえまして、国のＴＰＰ対策に加えまして地域の実情に即した

対策を地方が主体となって機動的、継続的に実施するための財源として新たな交付金

制度の創設及び農林水産業の競争力のため、農村基盤整備事業など一般整備事業の予

算確保についての後押しをお願いをしたいと考えております。 

   要請事項1のＴＰＰ関連対策事業充実強化につきましては、島根県、香川県、愛媛県、

高知県から、また４の経営安定対策の充実につきましても広島県から提案を出されて

おりますことから、ＴＰＰへの対応強化策としてこの４項目につきましてあわせて国

に対して要請をすることとさせていただきたいと思います。以上でございます。 

 

○議長（中村愛媛県知事）  

ありがとうございました。 

   それではこの点に関しましてご意見をお伺いしたいと思いますので、挙手をもって

お願いします。苅田会長さん、お願いします。 

 

○苅田中経連会長  

中経連の苅田でございます。このサミット、今日初めて参加させていただきました。 

愛媛県の中村知事さんはじめ関係者の皆さんには準備に大変お励みいただきまし

た。また心温まるおもてなしをいただいておりますけれども、心から感謝申し上げま

す。 

   産業界としてこの件について一言申し述べさせていただきます。ＴＰＰは世界のＧ

ＤＰの４割をカバーしておりまして、また市場アクセスの改善に加えて、競争政策、

あるいは知的財産の保護など広範な分野をカバーして、従来にない高いレベルでの通

商の自由化を目指すものだと考えてはおります。特に、自動車産業をはじめとして輸

出型産業の多い中国地域にとっては、成長著しいアジア太平洋地域の活力を取り込む

ことを通して、地域の活性化と経済発展に寄与するものと期待しているところでござ

います。 

 ただＴＰＰの発効によりましてそうしたプラスの影響とマイナスの影響の双方が

考えられます。双方の観点から地域の特性に応じた施策の実行に必要な措置の充実を

国に求めていくと非常に有意義であり、このアピールに賛同するものであります。 
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   １点だけ、農業の成長産業化についてですが、農商工連携によって６次産業化を進

め、皆さん収入を拡大するなど成長産業化していく攻めの農業を実現するために企業

の農業参入は不可欠であり、規制緩和を進めて、企業参入しやすい競争条件にすると

いうことが必要だというふうに思っています。 

   一方、産業化が困難な、先程お話もありましたが、地域においては守りの農業につ

いて環境保全、あるいは食料自給の貢献等農業の生産活動に付随する付加価値に対す

る十分な支援策を講じる必要があるということも産業界としては認識しておるとこ

ろでございますので、その両面から訴えていくべきだというふうに考えております。 

以上です。 

 

○議長（中村愛媛県知事） 

ありがとうございました。他にございますでしょうか。湯崎知事さん。 

 

○湯﨑広島県知事  

ＴＰＰにつきましては、肝心のアメリカが今、両大統領候補が反対と言っている中

で一体どうなるのか不透明な状況もあるわけですけれども、広島県は比較的少数派に

所属し、ＴＰＰは賛成しますと明確に言っているところです。 

他方で大きな影響を受けるであろうと想定されている農業については、しっかりと

対策をしていかなければなりませんし、これは実はＴＰＰにかかわらず取り組んでい

かなければならない課題を大きく抱えているところであります。 

   そういう中で、先程既に出ておりますけれども、我々中山間地域を抱えて、日本全

体の中でも条件不利なところにいます。実はこの条件不利と言っているのは何の観点

からかと言うと、大抵は米作なんですね。お米を作る平野が少ない。広島県は特に隣

県の岡山平野などを見るととてもうらやましいと思うくらい平野が少ないところで

す。それぞれ抱える事情が異なるわけですね。今、広島ですと園芸作物への転換も進

めております。これはどの県でもやっていると思いますが。畜産、和牛の生産もさら

に力を入れて今行っておりますし、またそのやり方についてもいろいろ抱える事情が

違うので、少しずつ違っていると思います。 

   そういう意味で国が打っていた対策というのは非常にありがたい部分もあるんです

が、どうしても平均的に捉えるところがあり、米作であれば比較的大きな東北である

とか新潟であるとかといったところを基準にした考えが強いというのがあります。 

   従って各県それぞれの農業の置かれた状況に応じた柔軟な対応ができるように新た

な交付金などを創設して、その集大成として日本全国の強い農業をつくっていくよう

に進めていければと思っております。 

 

○議長（中村愛媛県知事） 

ありがとうございます。では、浜田知事さん。 

 

○浜田香川県知事  

はい、ありがとうございます。 

ＴＰＰに関して今、苅田会長からもお話がありましたけれども、日本全体としての

輸出全体として考える必要があると。そのとおりだと思います。農業、水産業につい
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ても輸出ということを、アピール文の中に「我が国農林水産物の輸出等需要フロンテ

ィアの開拓など」と入れていただいております。私はこれは非常に重要だと思います。

愛媛県でもみかんの台湾輸出が再開されるというニュースも拝見しましたけれども、

香川県の場合、実は松の盆栽が特産なんですけれども、黒松はヨーロッパではだめと

いうことになっておりまして、そういったところを突破していく必要もあるのかなと。

輸出の促進という時に、こういった規制関係についてはどうしても国のほうに頑張っ

ていただく必要がありますし、それぞれの相手国で規制がいろいろ違っておりますの

で、まさにフロンティアを開拓するという意味で農林水産業の輸出の振興ということ

もアピールに入っているということで賛成したいと思います。 

 

○議長（中村愛媛県知事） 

はい、尾﨑知事さん。 

 

○尾﨑高知県知事  

ＴＰＰについては伸びる部分は大いに生かして、世界に向けて様々なかたちで輸出

振興、これは１次産業もそうだと思います。伸びる部分は大いに伸ばす。それとあわ

せて守る分はしっかり守る。両方の構えを取っていくことが大事だろうと思います。 

その中で守る部分について、熊谷副知事も言われましたように、中山間の農業をし

っかり守るということは極めて大事なことだと思っています。 

中山間こそ出生率の本来高いところであって、我々高知県でも高知市以外の中山間

地域のほうが出生率が高い。そういう地域から若者が真っ先にいなくなったことが全

体としての少子化進行、人口減少にもつながっていますので、中山間地域に若者がし

っかり住み続けられる日本であるべきではないか。そのためにも中山間地域の基幹産

業としての１次産業をしっかり守っていかなければならないと思います。 

   また、中山間地域の農業の産出額が日本全体の農業の産出額に占める割合というの

は、恐らく４割位であります。決して小さくない割合でありまして、それは衰退しつ

つある農業を何とか延命させるというようなイメージで、この中山間農業の保護策を

考えると大きく見誤ることになりかねない。日本全体の４割の農業産出額をいかにし

て伸ばしていくのかという観点からの取組が必要、そういう観点からも引き続き守り

の対策にはなりますでしょうけれども、中山間の農業をしっかり振興していくとの観

点から従前以上の対策を講じていただくことが大事だろうと考えております。 

 

○議長（中村愛媛県知事）  

ありがとうございます。他にございますでしょうか。よろしいでしょうか。 

   ご指摘がありましたようにＴＰＰ、これはアメリカがどうするのか見通しが立って

いない状況ではありますが、これは導入されることを前提に物事は準備しなければい

けないのだろうと考えます。その中で業種によって賛否が異なるのも当然なのですが、

こと第１次産業に関してはいろいろな問題を内包していることは言うまでもないと

ころでございます。そういう中で国も様々な対策を打ち出しているけれども、お話に

もありましたように守りの部分、攻めの部分は正直言って各県ごとに生産物も違いま

すから、ブランド化・輸出戦略いろんなアイデアは地域にこそある。だから国は交付

金等でお金は出して頂くというところに徹していただき、しかし一方で守りの部分は
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仕組みをつくらなければなりませんから、中山間地域の条件不利地域への対策や価格

安定制度なども、こういった仕組みづくり、こういった守りの部分と、それから攻め

にもつながりますが、基盤整備には目立たないけれども、しっかりと腰を据えた政策

を考えていただかなければならないと思います。 

ただどうしても国のほうは派手な攻めの方だけを出そう出そうとするような流れ

が出やすい環境なのかなあと思いますので、まさにこうした農業の抱える現地からの

声、問題点をぜひ大きな声でアピールしていきたいと思っています。 

   そうしてもう一つは、「一体農業ってどういう役割を社会に果たしているのだろう

か」ということをとりまとめた資料を見たことがあるのですが。もうずいぶん古い資

料ですけども、今日本全国の水田と畑が一斉になくなったらどうなるのかということ

を推測した方がいまして、そうすると大洪水が起こると。水田や畑が果たしている治

水機能がいかほどのものかを国民は知らない、というような論文だったのですが、そ

の喪失される水量を想定すると1,200位新たにダムをつくらなければ抑えられない。

ということは1,200個分のダムの治水機能を水田や畑が果たしているという、裏から

みればそういう言い方もできるのかなと。もう一つ言われていたのが、地下水の供給

量ですけども、水田・畑から地下水に当然水が浸透していくのですが、日本全体の地

下水の供給は８割方がこの農業から賄われている。この機能を多くの国民は知るべき

だ。というような指摘をその論文の中でされていました。事ほどさように単に農業だ

けではなく、日本全体の国土の保全にどれだけ農業が、先程の尾﨑知事さんの話とも

かぶるかもしれませんが、果たしているかということを１次産業が主力産業である地

方から、もっともっと声を挙げてもいいのかなあという感じもいたします。 

   大体ご意見いただきましたけれども、そういった１次産業の重要性は共有されてい

るのでなかろうかと思いますので、資料６のとおり共同アピールとさせていただいて

よろしいでしょうか。 

 

○一同 （異議なし。） 

 

○議長（中村愛媛県知事）  

ありがとうございます。それでは共同アピールとさせていただきます。 

 続きまして最後の意見交換項目となります「広域的な観光連携の推進」に移らせて

いただきます。 

このテーマは本県、愛媛県から意見交換項目として提案させていただきましたので、

私のほうからまず冒頭説明させていただきたいと思います。 

本県の現状課題でございますけども、交通体系の整備や海外誘客が進展する中で、

広域的な観光連携の重要性、中国地方も同じだと思います。もっと言えば中国四国の

連携位の大きなエリアで考えていく時代を迎えているようにも思います。四国ツーリ

ズム創造機構をはじめとして、湯﨑知事さんの提唱された「瀬戸内 海のみち構想」、

こういったものを含めて様々な連携が図られているところであります。 

特に愛媛県をはじめ各県においても昨今、サイクリング推奨ルートの設定が急速に

増大しているような感じがいたします。サイクリングというのは、マラソンと同じ要

素を持っていると感じるんですけれども、マラソンの要素というのは人々に健康と生

きがいと友情を与えてくれるというそういうコンテンツだと思うんですね。だからこ
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そ市民マラソンというのが急速に拡大していった。実はサイクリングも全く同じ要素

を持っている上に、さらにマラソンほど体力もいらないし、マラソン以上に移動でき

るというメリットもあるので、ヨーロッパやアジアでは４０代・５０代・６０代の方々

こそがサイクリングを楽しんでいる文化が定着していますけども、日本ではまだまだ

これからだと思います。 

一方で地方の道路はある程度、高速道路は別として整備をされ、しかし一方で人口

減少に悩んでいるとするならば、その道路は車が少ない、島などに行くと信号もない、

イコールサイクリングには適しているんだという逆転の発想で、サイクリングは地方

にこそパラダイスがある、という観点で見つめることができる新たな切り口になるの

ではないかと愛媛県では進めているところでございます。 

こうした中で広島県とはしまなみ海道を共有する仲で、国際サイクリング大会を２

年前に8,000人規模で実施させていただきましたが、今では土日になると海外からも

当たり前のように個人客がサイクリングを楽しむ風景が常態化いたしました。また縦

のラインで高知県とは、２つの川を活用したツーリバービューライドというイベント

を３年前から始めておりまして、こうした県境を越えた連携で移動距離が長いメリッ

トを生かして、広域的な取組が可能だということをここ数年で実感したところでござ

います。 

島根県・鳥取県になると今度は、やまなみ街道開通も手伝って、山間部を使ったち

ょっと厳しいコースだと思いますけども、ヒルクライムなども盛んに行われていると

思いますけども、こういったことを中四国から発信していくというのは非常に新しい

観光客誘致につながっていくのではないかと思っております。 

こうしたことから広域での新たな展開というのを模索していきたいと思っていま

す。また先般九州のほうもサイクリングをぜひ広めたいということで、大分県と愛媛

県がちょうど船で結ばれておりますので、大分県もブルーラインをどんどん引いて同

じようにやっていくということを知事が個人的に決められたようでございますので。

こういったことが全国的にも広がっていくのかなあとも思っております。 

こういった中で皆さんそれぞれがいろんな取組をされているのだと思いますが、例

えば愛媛県だとWi-Fiスポットをどうするか、サイクリングをサポートするためのサ

イクルオアシスをどうネットワーク化するか、案内標識をどうしていくか、ブルーラ

インをできるだけ早く敷設する。こういったものを今どんどん進めているんですが、

中四国がものすごいそういうのが揃っているということになると、一大サイクリング

観光スポットにもなり得るんではないかという夢を膨らませて進めていきたいと思

いますので、ぜひ皆さんよろしくお願い申し上げたいと思います。 

   それではそれぞれの皆さんの取組を含めてご意見を頂戴したいと思いますので、広

域的な観光連携についてご意見をお願いします。 

では、まず伊原木知事さん。 

 

○伊原木岡山県知事  

私は実は、サイクリングについてぜひ中四国で一生懸命やりましょうという話をし

ようと思って準備していたのでありますけども、先程中村知事の力強い発言を聞きま

して、もう私が言わなくても乗っかって行けばいいんだなあということでぜひ頑張っ

ていきたいと思っているところでございます。言われるとおりサイクリングというの
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は、非常にこれからポテンシャルがある観光の非常に大きなツールになると思ってお

ります。広島県・愛媛県で「しまのわ」をされました時に、両知事がかっこいいウエ

アに身を包んで写真におさまって、大成功であったというのを横目で非常に羨ましく

見ていたわけでございまして、ぜひ岡山県もサイクリングで売り出していきたいなと

思っております。今日パンフレットを皆様方のお机に置かさせていただきました。我

ながらきれいな写真が一杯出ているなと思っております。その中の19～20頁に岡山県

のサイクリングロードを紹介させていただいております。その中でもぜひお伝えした

いのは、片鉄ロマン街道、もともと片上鉄道だったところが廃線になって、そこを今、

自転車道にしています。もともと鉄道だったわけなのでほぼ自転車専用道みたいな感

じで、非常に趣があるところを通って山の中からほぼ海まで行けることになっていた

り、もしくは蒜山高原をぐるっと回る周遊ルートも、両方とも私自転車で走りました

けれど、非常に気分のいいところでございます。ぜひ岡山県と組んで「しまのわ」み

たいなイベントをしようという県がございましたら、お隣だと非常にやりやすいです

し、多少遠くたって、海を渡って香川県もちょっと通らせていただいてでも何かした

いと思っております。我々もしっかり整備してまいりますのでぜひよろしくお願いい

たします。 

 

○議長（中村愛媛県知事）  

はい、では平井知事さん。 

 

○平井鳥取県知事  

中村知事のご提案、そして今の伊原木知事のサポートに全面的に私も賛成するもの

であります。中国地方でも苅田会長を中心にして、広域的な観光を進めようというこ

とをしておりまして、先般も香港でプロモーション活動をやったりしたところでござ

いました。実は私、昨日は上京をしておりまして、鳥取のほうでこれからカニがとれ

る時期なんですが、今日から紅ズワイガニ解禁になりまして、ですから本日から鳥取

県は蟹取県に改名したところです。しばらく蟹取県をやっておるわけであります。 

その時にゲストで山口もえさんという、ちょっとスラっとして最近爆笑問題の田中

と結婚をして話題を呼んでいる人なんですが。誰が呼んだのか分かりませんけども役

所の方針だと思いますが、ゲストを呼んで盛り上げようとしました。山口もえさんに

「鳥取に行ったことありますか」とアナウンサーが聞いたら、山口もえさん「行った

ことあります」。「どこですか」と私が聞きますと、「さあ～」。「砂がありました

か」と聞くと「砂はなかったです、山がありました」ということだったんですが、後

のほうでまた意地悪な記者が質問したんです。「鳥取どこにあるか知っていますか」

と言ったら、「知ってますよ、岡山の上でしょう」。すごいなあと思ったら、「和歌

山の隣ですよね」と言ったんです。これが今日のサンケイスポーツに出てしまいまし

て。本当の蟹取県のＰＲがどこかにすっ飛んでしまって、和歌山の隣の鳥取だという

ことになったら、和歌山をバカにしているとか何かわけの分からない批判も出ている

んですけども。私も昨日、実は道後温泉に着いていたものですから、湯の中でどうい

う意味があって、山口もえさんがおっしゃったのかなあと頭の中で考えてました。そ

うしたら、よく考えると海をつなげていくと隣なのですね。だから非ユークリッド幾

何学的に考えればいいということになったわけでありました。ユークリッド幾何学で



22 

 

は解けない命題だったんだなあと思います。 

事ほどさように実は遠いと思われておりますけど、一つの一体的な地域として私た

ちはもう一度見えてくるんではないかなあと。その線分の引き方でこういう線を引い

たらルートが描けるよと考えますと、正直に考えれば、中国や四国って言うのは非常

にいいルートができるはずなんですね。今、中村知事がおっしゃいましたように、特

に自転車につきましては、周りの福岡だとかあるいは大阪近辺・京阪神と比べますと、

正直言ってそんなに車がビュンビュン走っておりません。ですから信号も少ないです

しね、非常にルートとしては面白いルートができるかなと思います。 

先般も湯﨑知事が鳥取県のほうにお見えになりまして、湯﨑知事のご厚意でサイク

リングをされるということになりました。鳥取県にとりまして広島の知事が鳥取県で

サイクリングをするというのは、県政始まって以来の大ニュースでございますので、

メディアが勢揃いしまして湯﨑知事をお迎えするというかたちになったわけです。ジ

ャイアントのきれいなウエアでお見えになって、私はそんなもの持ってないものです

から、一応付き合わないといけないと思って自転車にまたがるのですが、自前のトレ

ーナーとユニクロのチノパンで出ていったのでございまして、どう見ても引き立て役

だったわけですが、その時に一緒に走っていた湯﨑さんがおっしゃるんですけど、こ

れやっぱりルートとしてつなげていくと素晴らしいルートになる。実は鳥取県内では、

例えば大山の周りを回る83㎞のルートがあります。これ山岳コースで非常にエグイで

す。だけどいまの蒜山のお話を伺って今地図を見ると、本当は背中合わせなんですね。

これ簡単につなげられるルートであります。また中海を周遊するルートを73㎞で島根

県と一緒に組みました。やまなみ街道とつなげれば全部つながってくるわけでありま

す。境港から大山に上がるルート四十数㎞のルートも設定してまして、こういうもの

は実際できかけてますし、鳥取県内でもコグステーションというサイクリストのため

のステーションをつくったり、そうやってできてきているのですね。ですからこの際、

中村知事のご提唱もありますので、まあぜひ各県でつなげてみることを始めて、ツー

ルド・ジャパンをまずは中四国からやるというような気概で臨んでもいいんではない

かなあと思います。 

   またもう一つだけ簡単に申し上げますと、例えば９月14日に鳥取県もいよいよ香港

の定期便が入ることになりました。高松とか岡山とか広島とかにも香港は入っている

んですが、香港は左側通行の自動車なんですね。ですからイギリス文化なので、日本

と同じ交通ルールです。ですからドライブするには非常にいいわけであります。個人

客がドライブをする。それなんかもぜひ中四国で一体となった取組を考えていただけ

ればありがたいかなと思います。 

 

○議長（中村愛媛県知事）  

ありがとうございます。浜田知事さん。 

 

○浜田香川県知事  

私どもが四国側で新幹線と同じように取り組んでいますのが、四国八十八箇所と遍

路道の世界遺産登録の決定の動きであります。観光そのものではありませんけれども、

今、ＭＩＣＥ（マイス）とよく言われますけれども、広い意味の交流人口の拡大とい

う意味で、世界遺産登録を目指していきたい。遍路道は先程のサイクリングルートと
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重なるようなところもありますけれども、なかなかこれが難しいところがあるという

ことで、ぜひ中国各県の皆様にもお知りおきいただいてご協力いただければと思いま

す。実は国内暫定リストにまだ入っておりません。その一歩手前のⅠaということに

なっておるわけですけれども、この国内暫定リストなるものがずっと７～８年全く見

直されておりません。この前、四国４県の知事が揃って文化庁に行きまして、中村知

事、尾﨑知事、飯泉知事が談判して文化庁長官もたじたじであったのですが、なかな

かです。地元としても、新幹線と違ってちゃんとあるものですから、四国八十八箇所

と遍路道で実際に来てもらっている人がいるので、その分安心してしまっているよう

なところが無きにしも非ずというわけです。日本遺産にはなっていますので、熊野古

道、あるいはスペインの巡礼の道サンティアゴ・デ・コンポステーラに並んで四国八

十八箇所をぐるっと回るというのは広域のこれからの新しい交流の世界的にも通用

するモデルではないかと思っております。そういうことで、ぜひ皆様方のご支援をい

ただきたく、これは千葉会長が先頭に立ってやっていただいておりますけれども、一

言ご紹介ということで申し上げます。ありがとうございます。 

 

○議長（中村愛媛県知事）  

ありがとうございます。大変大きな課題ですので、ぜひ中国地方の皆さんにもご関

心を寄せていただけたらと思います。 

尾﨑知事さん。 

 

○尾﨑高知県知事  

本当に四国にとって八十八ヶ所霊場と遍路道の世界遺産の登録というのは大きな

課題であります。先月も共に行動させていただいたわけですが、中国地方の皆様方に

も応援を頂ければ幸いでございます。よろしくお願いいたします。 

   先程からサイクリングのお話がありました。ツーリバービューライドは９月11日、

12日に開催をされるわけでありますけれども、私も中村知事とともに走らせて頂こう

と思っております。すっかり感化をされて、ユニフォームも買い、自転車も買い、妻

が怒っていたわけであります。しかしながら本当に良い趣味を教えていただいたなと

感謝を申し上げているところでございます。高知も是非愛媛県とサイクリングでタイ

アップさせていただきながら、インバウンドの振興にもつなげていければいいなと取

組を進めていまして、この秋には県内で40カ所ぐらいサイクリング推奨ルートを発表

させて頂くこととなっています。伊原木知事も言われましたように、中国四国でよき

ネットワークをつくって、これで広域的なインバウンド振興につなげていけると非常

に良いと思います。ぜひ取組を進めさせて頂ければと思います。 

 

○議長（中村愛媛県知事）  

ありがとうございます。湯﨑知事さん。 

 

○湯﨑広島県知事  

観光にとって重要なおもてなしについて、まず中村知事に今日の御礼を申し上げた

いと思います。この会議の最初にお茶があって、次に柑橘ジュースが出てきて、おま

んじゅうが出てきて、最後にコーヒーが出てくると、タイミングよく次々と出てきて、



24 

 

よく残しちゃったりするんですけど、今日は全部いただいて、本当にありがとうござ

いました。 

   広域の観光というのはこれから2020年のオリンピックに向けて非常に重要な課題に

なろうかと思っております。ゴールデンルートに来る皆さん、また、東京を目指して

きた皆さんを、いかに、この地域に引っ張って来るか、これは非常に重要な目標だと

思います。東北であるとか北陸であるとか、九州であるとか、北海道との競争になる

わけでありますので、この地域の全体の魅力について総力を挙げて訴えていく必要が

あろうかと思っています。そういう意味で、今この地域では山陰インバウンド機構が

でき、せとうち観光推進機構ができ、そして四国ツーリズム創造機構がありというこ

とですので、この地域の３つの観光推進機構が連携をして共同でお客さんを呼び込ん

でくるということを進めていくべきだろうと思っております。 

   サイクリングですけれども、今般10月30日に愛媛県と共同で「サイクリングしまな

み2016」を行います。これは中村知事、愛媛県に事務局を設置していただいて、大変

お世話になって進めているところであります。何とか前回大会以上に、今回は少し小

規模ではありますが盛り上げていければと思っております。そこからさらに愛媛、広

島、島根、鳥取の４県で「しまなみ海道」、「やまなみ街道」を使ったサイクリング

ルートの開発を進めているところでありまして、一部まだ残っているところがあるわ

けですが、これが一つの背骨になっていくと思っております。山口県も今、サイクリ

ングに非常に力を入れて進めておりますし、岡山のルートもあるし、高知、もちろん

香川、徳島もいろんなかたちでつながっていくと思いますので、この日本の中でこの

地域がサイクリング先進地域になりつつあるということは間違いないと思います。こ

のサイクリングの面でもぜひ連携をして、アピールができたらと思っております。ち

なみに、先般、平井知事からご紹介がありましたように、鳥取県の東部で自転車に乗

らせていただきました。今のやまなみ街道を使ったルートは鳥取県西部で終わってい

るわけで、そこから少し間をおいた東部ルートは、すばらしいところで、鳥取駅前か

ら出発をして25㎞ぐらい、浦富海岸まで行ったわけです。街中に自転車道が整備をさ

れていることもあり、実はその間、信号が３つぐらいしかないので、大変に走りやす

い。信号が多いところは自転車道になっているものですから、信号がない。本当に快

適でありました。これは鳥取県の好意で実現したものでして、自転車をお借りして実

現をしたわけでございます。むしろ私が引き立て役となって、平井知事に出ていただ

いたんだろうと思いますが、尾﨑知事が自転車を買われたということですから今度は

平井知事が買うことになるのかなと。となると伊原木知事はやっぱり買わざるを得な

いだろうと思っております。 

   いずれにしても最大の目的は2020年という大きな目に見える目標に向かって、みん

なで力を合わせて行くことだと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 

○議長（中村愛媛県知事）  

ありがとうございます。自転車購入の際はどこのメーカーでもいいのですが、Ｔ700

というカーボン繊維を使っている自転車をお買い上げいただくと、そのカーボンは東

レの愛媛工場でつくられておりますので、よろしくお願い申し上げます。 

   その他に、どうぞ。山口県弘中副知事さん。 
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○弘中山口県副知事  

今、湯﨑知事の方からご紹介がありましたけど、私どもは、瀬戸内海側と日本海側

という２つの海岸線を持っておりますし、日本最大のカルスト台地である秋吉台とい

う自転車に非常に適した自然環境を持っておりますのと、県内には大手の自転車メー

カーさんもございますので、そういったメーカーさんのご協力もいただきながら、今

年度から「サイクル県やまぐちプロジェクト」ということで、サイクルスポーツを通

じて交流人口の拡大を図る取組を進めております。そのシンボルイベントとしまして、

先週の土曜日と日曜日に、県庁と県庁周辺の道路を全部遮断しまして、プロの方に入

っていただいてレース等を開催させていただいたり、この週末には、十種ヶ峰でのダ

ウンヒル大会を、モトクロススポーツとして展開させていただくということで、普及

を図っていくことにしておりますが、こういった取組を進めながら交流人口の拡大を

図っていくには、先程来からありますように、やはり広域での取組が効果的と思って

おりますので、今日もご提案のありましたような形で、私どもの県もぜひ広域的な取

組の中に参加させていただいて、しっかり連携しながら進めさせていただいたらと考

えております。 

 

○議長（中村愛媛県知事）  

はい、それでは熊谷副知事さん。 

 

○熊谷徳島県副知事  

私も自転車をやっていましたので、サイクリングをやっていますので一言申し上げ

たいと思います。 

   確かに心肺にはあまり負担がかからないし、足にも負担がかからない、年をとって

からでもできるのがサイクリングだと思います。私もいろいろなところを走りました

けれども、しまなみはすばらしいと思います。それぞれ地域、地域によってその地域

を生かしたコースがあるかと思います。特に徳島県の場合は、県西部、三好市、秘境

の祖谷があるところですが、斜面にずっと人家がへばりついておりまして、そこに道

がついています。そこは非常に狭いエリアで峠がたくさんあります。先程他の知事さ

んがおっしゃったようにヒルクライム、水平距離で166㎞、獲得標高が3547ｍ、こん

なコースをよく走るなと思いますが、全国から300人ほどこのイベントには参加して

いただいております。最高年齢79歳の方がおいでまして、８時間弱で走行しておられ

ました。どうもサイクリングの究極はヒルクライムで自分をどれだけ痛めつけるかと

いうことらしいんですけど、そういうコースが徳島にはあります。これは全国に発信

しておりますけれども、ＨＰを開けるとサイクリングでは中四国の中で愛媛がトップ

ではないかと思いますので、愛媛に訪れると中四国全体のコースだとかイベントが分

かるようなリンクの共有を図っていただきたいと思います。 

   私は昔からずうっと憧れていたんですが、カナディアンロッキーを自転車で走ろう

というツアーがあります。バスで全部自転車をサポートして行って、いいとこだけを

走るということもあるので、これからのインバウンドなどを見せる時にそういうこと

も一つの方法として面白いのではないかと思います。 

 

○議長（中村愛媛県知事）  
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ありがとうございました。 

   来週、愛媛県の石鎚山、1,982ｍでヒルクライムがございます。私も４年連続で出て

いるのですが、大丈夫です。20㎞で獲得標高1,000ｍでございますので、ただしあえ

ぎあえぎのゴールになるので、興味のある方は言っていただいたら、何とかエントリ

ーのお願いはできますので、間に合います。 

   それでは議論も尽きませんけれども、本当に中四国で共有する広域観光というのが

今まで以上に可能性が出てきているという感じもします。ただ１点、結構、旅行業界

って縦割りですよね。山陰、山陽、四国とか、ここが壁になっているところがあるの

で、皆さんの頭の片隅にとどめておいて頂けたらと思います。 

   それでは以上で議題の全てを終了させていただき、議事を終了させていただきます。

長時間にわたって様々な意見をいただきまして、誠にありがとうございました。 

   最後に、報告事項がありますので、事務局のほうから報告させていただきます。 

 

○事務局（山田愛媛県総務部行財政改革局長） 

報告事項につきまして、事務局からご説明申し上げます。平成４年度から中四国９

県で持ち回りで文化交流を実施しております。昨年度は11月に香川県で開催されまし

た。 

裏面をご覧ください。本年は11月に鳥取県で開催の予定となっており、次のページ

にパンフレットを添付させていただいております。どうぞよろしくお願い申し上げま

す。 

 

○議長（中村愛媛県知事）  

報告事項は以上とさせていただきます。 

最後に次回の開催についてお諮りをさせていただきたいと思います。これまでの順

番でまいりますと次は鳥取県さんとなりますが、平井知事さん、いかがでしょうか。 

 

○平井鳥取県知事  

はい。ありがとうございます。 

 

○議長（中村愛媛県知事） 

皆さん方もよろしいでしょうか。 

 

○一同 （拍手。） 

 

○議長（中村愛媛県知事）  

それではご賛同いただきましたので、次回の開催県は鳥取県とさせていただきたい

と思います。 

それではここで平井知事さんのほうから一言、よろしくお願いいたします。 

 

○平井鳥取県知事  

本日は本当に中村時広知事様、そして愛媛県の皆様中心に内子の皆様、本当にあり

がとうございました。先程もお話が続きましたが、すばらしいホスピタリティで、ゆ
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ったりとした時をともに刻むことができました。実り多い結果も出て、これからのサ

イクリングルートもますます結ばれてくるのではないかと思います。 

また、来年でございますけれども、平成19年に開催をして以来ということになりま

すが、鳥取のほうでお迎えをさせていただければと思います。鳥取県のちょうど入口

のところに大山という山がございます。先程のツールド大山は83㎞ございますので、

お集まりいただければ皆様に完走していただけるように環境を整えていいわけです

が、なかなかハードルが高そうなので、まずは会議場と若干のツアーも用意させてい

ただいてお迎えをしたいと思います。1,300年の開山を誇る大山はその１年前という

年になります。そんな意味でプレイベントもありますので、そのへんもお楽しみいた

だければなと思います。 

「行く我にとどまる汝に秋二つ」、明治28年愚陀仏庵に居留をしておられました漱

石が愛媛を去るにあたっての子規の句でございます。本当に愛媛の皆様にお世話にな

りました、若干の寂しさはありますが、また来年、鳥取の大山であいまみえることを

お誓い申し上げながら、皆様をお待ち申し上げたいと思います。どうぞよろしくお願

い申し上げます。 

 

○議長（中村愛媛県知事）  

ありがとうございます。それでは以上をもちまして会議を終了させていただきます。 

皆様のご協力で時間どおり終えることができました。この後、16時15分から会場を

会議室１に変えまして、共同記者会見を行わさせていただきますので、よろしくお願

いいたします。 

どうもありがとうございました。 
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第第第第 26262626 回中四国サミット共同記者会見回中四国サミット共同記者会見回中四国サミット共同記者会見回中四国サミット共同記者会見    

会見録会見録会見録会見録    

平成 28年９月１日（木）16：15～16：30 

五十崎自治センター １階 会議室１    

 

○司会（山田愛媛県総務部行財政改革局長） 

 失礼いたします。それでは共同記者会見を始めさせていただきます。 

   本日採択されました緊急決議、共同アピールはお手元にお配りしているとおりでご

ざいます。 

   この内容につきまして、今回のサミットの議長であります中村知事から説明をお願

いいたします。 

 

○中村愛媛県知事  

本日、様々な意見交換を行いましたけれども、緊急決議３項目、共同アピール３項

目をとりまとめております。 

   緊急決議の１つ目は、参議院議員選挙における合区の解消についてであります。こ

のテーマにつきましては、７月末の全国知事会議でも議論されたところでありますけ

れども、現実問題、鳥取県と島根県、並びに徳島県と高知県、まさに中四国で２つの

地域、各選挙区が合区とされまして、自県を代表する議員を出せない状況になりまし

た。 

   今回の合区による選挙はご案内のとおり、あくまでも緊急避難措置と言われており

ますので、合区の早急な解消と、また議論でも話がありましたように決して他人ごと

ではない。１票の格差が議論されるたびに、合区で何とかしのげばいいという安易な

選択がなされることにもつながりかねないということでございますので、中四国サミ

ット各県、各団体で２度と今回のような事態が繰り返されないよう、解消も含めて強

くアピールしていこうとするものでございます。 

   緊急決議の２つ目は、地方創生の推進を求めるものでございます。地方は産・学・

官・金・労・言などの主体が連携して創意工夫しながら自立的な魅力あるまちづくり

を進めているところでありますが、国においても地方の自主性に重きをおいて、実情

に応じた取り組みが推進できるよう、地方創生に関する各種施策を強力に推進してい

くよう求めるものでございます。 

   １億総活躍社会という言葉が出てきたことによって、地方創生という言葉が本当に

聞かれる回数が減っている現状にあります。しかし、まだ地方創生は考えて見ますと

２、３年の時期しか経っていませんので、我々はずっと取り組みを現場で進めており

ますので、今まさに重要なんですよということも踏まえて緊急提言とさせていただき

ました。 

   ３つ目は、中央関係機関の地方移転の実現を求めるものでございます。昨年度末に

国で政府関係機関移転基本方針が取りまとめられました。東京一極集中の是正を図り、

新しい人の流れをつくり、地方創生ひいては日本創生につなげるために地方政府機関

の地方移転について、国に対してしっかりと訴えていくということでございます。 

共同アピールの１つ目、防災・減災対策の推進と財政措置についてでありますが、

これは議論の中でもございましたとおり、国においては全国防災事業等々が終了する
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ことに伴いまして、27年から29年度にかけて約１兆円の財源が減少する恐れが出て

います。こうした状況を踏まえて、議論でもありましたとおり、防災・減災対策は全

ての県において最重要課題である。県民の命を守るという本来の役割を全うするため

に、最重要課題であるという位置づけを共有しているところでございます。 

   こうした中で、地震対策はじめ大型化する大規模な災害等に対応するため、国の財

政支援減少傾向ではそのニーズに応えることができないということを明確にするため、

国に対して必要な財政支援措置等を強く要望するものでございます。 

   ２点目は、高速交通ネットワークの整備促進についてでございます。中四国地域の

成長の基盤である高速道路のミッシングリンクが解消されない限り、高速道路本来の

力を発揮することはできません。またもう１点は暫定２車線が中四国においては多数

存在しているという現実がございます。また、新幹線等高速鉄道網の整備等、中四国

の連携や地場産業の活性化、生産性の向上、観光振興、さらには一番重要な大規模災

害時の備え、カウンターパート方式による相互支援についても大きな支障になる可能

性がございます。こうしたものについて地方創生、国土強靭化を進めていく上で充実

が必要であることは言うまでもありません。こうした点を国に対して中四国がまとま

ってしっかりと伝えていきたいということでございます。 

   ３点目、ＴＰＰへの対応でありますが、地方の基幹産業である農林水産業に与える

影響が大変懸念されております。このため、地方が地域の実情に応じた対策を主体的

に展開していけるようＴＰＰ対策事業の要件緩和、また新たな交付金制度の創設など

を求めるものであります。 

 以上の緊急決議や共同アピールをまとめましたが、その他に意見交換項目として、

広域的な観光連携の推進について、今後も中四国で連携をしっかり取りながら取り組

んでいこうということを会議の中で確認をしたところでございます。 

   私のほうからは以上でございます。 

 

○司会（山田愛媛県総務部行財政改革局長） 

 それではこれから質問をお受けしたいと思います。質問に際しましては会社名とお

名前、それから発言をしていただきたい方をご指名の上、ご質問をお願いいたします。 

 

○朝日新聞 

朝日新聞八幡浜支局佐藤と申します。参院選の合区の解消についてですけれども、

まず１点、７月の全国知事会の決議と文面は変わっているのでしょうか。②国会に向

けたアピールなのか、誰、どこを対象にしたアピールなのか教えてください。③最高

裁の判例は2010年、2013 年が違憲状態ということですけれども、では憲法改正しろ

というのは、どういうふうに憲法改正をしろという内容なのでしょうか。 

 

○平井鳥取県知事  

提案にかかわったほうから、鳥取県の平井でございますけれども、申し上げたいと

思います。 

   これについては、当然ながら同じメンバー、全国知事会でも福岡で話し合いました。

ですから基本的な問題意識はここに書かれているのと同じようなストーリーだという

ふうに考えていただいても結構です。ただ、大切なのは中四国狙い撃ちで今回結果的
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に合区が起こっている。これは民主主義の重要なユニットであり、明治維新以来続い

てきている府県制を引き継ぐ都道府県という政治のユニット、参加のユニットが壊れ

るということになります。それは重要な懸念があるということを全国の皆様に、ある

いは政治に携わっておられる国会の皆様、そうしたところに広くアピールをしようと

いうものであります。また、全国知事会としてもこれは参議院の議長のほうに先般申

し入れたところでございますし、正直申し上げてそれぞれ各県でも要請活動も政府な

り国会なりに対してやってきているということであります。今回は社会全体に向けて

のアピールというような側面だというふうに思います。 

   また、憲法の問題でありますけれども、実は憲法の中で地方自治の章が十分書けて

いないという議論がございます。都道府県というのはどこにも書いていないですね。

ですが現実の社会政治実態からしますと、市町村と都道府県という民主主義のユニッ

トがこの国では確立しているわけです。その民主主義のユニットとしての都道府県、

その役割がきちんと書かれる憲法になれば、恐らくこの選挙制度の枠組みをつくる上

においても、憲法14条の法の下の平等以外の憲法価値というものが生まれるのではな

いかと思います。 

ただ、先程中村議長のほうでもお話がございましたけれども、一朝一夕にこれがま

とまるものでもないところがありまして、まずは今の緊急避難的なこの状況を打開す

る必要がある。３年後の参議院選挙をにらめばもう２年位しかいとまがないわけです

から、早急に国会において対応していってもらいたい。これは我々としても立場を明

確にしたものであります。 

 

○司会（山田愛媛県総務部行財政改革局長） 

他に質問は、ございませんでしょうか。 

 

○高知新聞  

高知県の高知新聞の井上と申します。中村知事にお伺いしたいのですが、この防災・

減災対策の推進という共同アピールがありましたが、今、現実として伊方原発が再稼

働して、原子力防災というのも広域で考えていかないといけない課題だと思いますが、

そこに関して中四国９県での具体的な連携強化であったり、今後の取組みついてお考

えがあれば。 

 

○中村愛媛県知事  

東日本大震災が起こってから５年以上の月日が流れておりますけども、四国で唯一

の原発立地県である愛媛県としては、震災の翌日から対応策を考えてまいりました。

その時に基本に置いたのは、原子力エネルギー政策を司る国の姿勢をしっかりと引き

出すこと。そしてまた電力事業者たる四国電力の安全に対する姿勢、方針を明確に、

国が求める以上の次元で実施に賦させること、こういった姿勢を引っ張り出すことに

よって県民の中から議論が起こって、最終的に稼働、再稼働の判断をするという基本

方針を固めました。５年の間、これは本当に愛媛県独自、国に対しては８項目、そし

て電力事業者に対しても８項目の独自要請を行っております。その経緯と考え方につ

いては、四国４県だけじゃなく、広島、山口、大分等々にもつまびらかにその詳細に

ついて常に５年間報告を続けてまいりました。時折、四国知事会等々でもそれに対し



31 

 

ていろいろなご意見を頂く中で、ともかくオープンに何事もやるということを貫いて

きましたので、このことが一番重要だと思っております。 

   その結果、最終的に愛媛県知事の判断に委ねるという意見もいただく中で、今回の

決定に至っております。今後も、実はこの防災・減災対策の中で例えば愛媛県の問題

で言えば、大洲－八幡浜道路の問題や、先程高速のミッシングリンクの問題、また、

暫定２車線の解消の問題全てが原子力防災に結びついております。と同時に正しく恐

れるということが重要だと思っていますので、例えば南海トラフの地震が起こった時

に、愛媛県側で言えば宇和海には津波は来ますけれども、伊方原発には津波は心配あ

りません。ましてや南海トラフの場合の震源地を考えた場合に、伊方原発の想定され

る揺れは最大でも200ガル程度でありますから、南海トラフの場合は伊方原発が壊れ

ることは99.999％ないんです。ただし、中央構造線断層帯が揺れた時は津波の心配は

ありません。ありませんけど揺れによって壊れる可能性というのは当然あるわけです

ね。ですから福島と全く同じことが起こる場所ではない。これは明確に申し上げるこ

とができます。全く同じことが起こらないというのは津波が来ない。ですから伊方の

場合は重要なのは揺れ対策と、それでももしものことがあって壊れた場合には、暴走

を止めるための電源対策をどうするかに尽きる。そういうふうな情報を、何をその点

についてやったかということもつまびらかに各県に連絡をしておりますので、その上

で正しく恐れていただいて、また想定される以上のことが起こった時も、緊急避難と

いうことに備えていくということは重要であると思いますので、今後ともそういった

点は積み重ねて訓練を充実させていきたいと思っています。 

 

○高知新聞 

重ねての質問ですけれども、避難という意味で、今は対岸の大分県と訓練を重ねて

いるんですけれども、それを例えば中四国で連携した広域避難計画であったり、避難

の訓練を重ねていくとか、そういったお考えは。 

 

○中村愛媛県知事  

そうですね。例えば大分港が使えなくなった場合に、まず県内の他の地域はどうな

のか、あるいは場合によっては他県の港ということも当然考えていく必要が出てくる

かもしれませんので、その時には協力を仰ぐということは当然やっていきたいと思っ

ています。 

 

○司会（山田愛媛県総務部行財政改革局長） 

 他に質問は、ございませんでしょうか。 

 

○中国新聞 

広島の中国新聞の胡子と言います。先程の平井知事に伺いたいのですが、合区の件

で、憲法改正についてもというかたちが議論すべきだと考えるとありましたけれども、

先程おっしゃったように憲法改正については、いわゆる地方自治の章が少ないと、充

実させるということなのか、それとも憲法に参議院は都道府県代表というかたちで明

記するのかという議論もあると思うのですが、それはどちらのほうを考えていらっし

ゃるのかということと、最高裁の判例というのは１票の格差の最高裁判例をというこ
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とでよろしいのか、という２点。また、湯﨑知事のほうに１点ほどお聞きしたいので

すが、地方創生の推進を提案されていますけれども、国のほうが来年度1,170 億円の

概算要求で地方創生交付金を盛り込んでいますけれども、それへの評価とあと柔軟性

を持った、使い勝手のいいということだと思うんですけれども、具体的にはどういっ

たかたちの交付金に持っていってほしいのかお聞かせください。 

 

○平井鳥取県知事  

現在、日本国憲法におきましては民主主義の基本的なルールを定めようということ

で国会議員の選挙制度についても書いてあります。それは法律をもって選挙制度を定

めると明記してある。ですから本来は国会の立法サイドの中で一定程度の裁量の中で

選挙制度を定めることができるわけでありまして、実は憲法14条の投票価値の平等と

いうことだけでなくて、考慮要素はいろいろ入っていいはずです。現実にもこれまで

最高裁の判断でそうした諸般の要素を考慮して、特に都道府県という地域代表制に考

慮をして、例えば５倍、６倍でも合憲と認められてきたという歴史があります。それ

が最近最高裁の判例が変わってきて、いわば一つの混乱なり修正が起きてきていると

いうふうに理解をしているわけです。そういう意味で今おっしゃるように端的に選挙

の区として、ユニットとして都道府県を定めるというのも１つの案でありましょうし、

また投票価値の平等につながる法の下の平等以外の別の統治機構に関する制度を設け

る。それを参照しながら国会が立法を裁量で定めるということもあると思います。本

日段階でこの９人の知事でそのどれを取るかは合意しているわけではありませんで、

ただ少なくとも憲法議論も避けて通れない課題だろうと、このへんは一致をしている

ということであります。 

   おっしゃる最高裁判例は、そうした度重なるいわば定数訴訟に配慮しながらという

ことでありますので、仮に公職選挙法の改正をするということになったとして、それ

で合区が解消されたとしても、また同じ違憲判断が下されるのでは混乱に輪をかける

ことになります。ですから、根本的な問題としては憲法の課題、これもあわせて考え

ていかなければ解決できないのではないか、そんな問題意識を書いているわけであり

ます。 

 

○湯﨑広島県知事  

地方創生の関連の交付金ですけれども、今般、昨年と比べて積み増したかたちで概

算要求があるというのは、これは全員で話しているわけではありませんが、私として

は評価をしてもいいのではないかというふうに思います。使い勝手の件ですけれども、

これまでの交付金のいろんな要件の中で、様々各県から意見が出てきて、細かいこと

はここではそぐわないと思いますので省きますけれども、いろんな改善が進んできつ

つあるところはあります。そういったことも積み重ねながら、何を対象にするのかと

いうことと、どういう条件が付くのか、できるだけ自由度が高いものがいいというこ

とが我々サイドからしたらあるということです。それから今回の補正ではハード向け

の交付金であったわけですけれども、これも従来ハードは対象になかったので、その

中で11月末という非常に短い期間の間に申請をしなければならないということもあ

ったりして、そういう意味での使い勝手と言いますか、そのようなこともあります。

今後どういうかたちでこの交付金が発展していくかということは分からない点もあり
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ますが、やはり地方が十分準備をしながら、まさに地方創生に役立つようなかたちで

活用できるような、これはもともと「まち・ひと・しごと」の中で言われていること

ですけれども、ＰＤＣＡを廻しながら、改善していく必要があろうかと思っています。 

 

○司会（山田愛媛県総務部行財政改革局長） 

予定の時間を少しオーバーしておりますので、以上で終了させていただいてよろし

いでしょうか。それでは以上をもちまして第26回中四国サミット共同記者会見を終了さ

せていただきます。本日はありがとうございました。 
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